
湖南市庁舎整備について 

市役所の現状と整備の必要性 

■現在の東庁舎・西庁舎 
 東庁舎 西庁舎 

写真 

  

施設住所 中央一丁目 1 番地 石部中央一丁目 1 番 1 号 

建設年月 昭和 53 年 10 月（築 45 年） 昭和 53 年 2 月（築 45 年） 

構造 
鉄筋コンクリート造 

一部 鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造 
鉄骨鉄筋コンクリート造 

階数 5 階建 5 階建 

延床面積   5,899.74 ㎡ 2,431.52 ㎡ 

職員数 約 300 人 約 40 人 

配置部局 

総合政策部、総務部、 

健康福祉部、都市建設部、環境経済部、 

上下水道事業所、出納局、議会事務局 等 

教育委員会、 

総務部（市民課分室） 

 

■市役所庁舎の現状と整備の必要性 

①地震に弱い建物です。 

・東庁舎・西庁舎は旧耐震基準で建てられており、現行の耐震基準を満たしていません。 

・東庁舎はこれまでの耐震診断で「耐震補強が必要」という結果が出ていますが、補強工事はまだ行わ

れていません。 

②防災拠点としてふさわしい建物ではありません。 

・市役所は、大規模な災害時に避難活動や応急復旧活動、その後の復興活動などを行う上で重要な拠点

としての役割があります。しかし、東庁舎・西庁舎は地震に弱いため、大地震が発生し建物が倒壊・

崩落すると、その後の復旧・復興活動に大きく支障をきたします。 

③建物がどんどん古くなってきています。 

・建物の老朽化の目安となる築 30 年を越えていますが、これまで大規模な修繕・補修等は行っておら

ず、今後、建物の維持・更新費用が増大する可能性があります。 

④市民の方にとっても利用しにくい所があります。 

・市役所は誰にとっても利用しやすい施設であることが求められます。しかし、エレベーターが５階に

繋がっておらず、車椅子の方が議場の傍聴席に行けなかったり、お子さま連れの方にとっては、トイ

レにベビーチェアやオムツ交換台がないほか、授乳場所がないなど、利用しにくい所があります。 

⑤自然エネルギーの有効利用、省エネルギー化に対応していません。 

・地球温暖化等の防止のため、市役所も地球環境にやさしい施設であることが求められます。しかし、

設備が古く、空調機器等の光熱費も高くなっています。  



現時点での庁舎整備の方向性 

庁舎整備については、以下の２パターンを比較しながら考えています。 

 

庁舎整備検討におけるこれまでの経緯 

これまで、東庁舎や西庁舎、その他の行政施設の耐震性や老朽化、庁舎機能の分散などが課題となって

いたことから、各施設の機能の集約を前提とした東庁舎の建替えを検討してきました。 

しかし、人口減少に伴い今後、市の財政規模自体が縮小していくことが見込まれるとともに、昨今の建

築資材の高騰等、庁舎整備を取り巻く建設環境も大きく変化しています。 

また、コロナ禍を経て、感染症対策という観点からも待合スペース等に十分な広さが確保できない問題

も浮上しました。 

こうした社会情勢の変化を背景に、今後の庁舎整備のあり方については、庁舎機能の集約を前提とし、

現庁舎の耐震改修や増改築の検討、庁舎建替えなどを含め、より効果的、経済的な整備方法について再考

することとしています。 

あわせて、東庁舎・西庁舎周辺の公共施設についても統廃合し効率的で経済的なあり方を検討します。 

 

 

湖南市版小規模多機能自治の推進について 

近年、湖南市においても人口減少や高齢化が進み、福祉ニーズなどが多様化・複雑化するとともに、

人口減による担い手不足も深刻化しています。地縁、血縁、社縁といったつながりが薄れてきている現

代において、人と人、人と社会がつながり支え合いながら、これからもみんながこの地で暮らしていけ

るようにするための仕組みとして、湖南市では『小規模多機能自治』を推進していきます。 

 今後、甲西中学校区・甲西北中学校区・石部中学校区・日枝中学校区の４つの生活圏域に、子どもや

高齢者等の見守りなどをはじめとした地域自治活動の拠点を配置し、市役所庁舎がそれらの拠点を統括

します。 

 パターン① 

現在の東庁舎を耐震改修＋増築 

パターン② 

全面建替え 

整備の 

方法 

 現在の東庁舎を耐震改修して利用 

 耐震補強等により、室内の面積が減るため、増

築棟を新たに建設 

 古い設備は省エネ仕様に入替えなど、長寿命化

に必要な改修をして利用 

 西庁舎を集約 

 石部文化総合センター・石部保健センターは集

約、石部老人福祉センター・石部軽運動場は集

約又は複合化 

 東庁舎周辺敷地内に建替え 

 東庁舎・西庁舎を集約 

 石部文化総合センター・石部保健センターは集

約、石部老人福祉センター・石部軽運動場は集

約又は複合化 

使いやすさ 

 部局や課が東庁舎と増築棟に分かれ、場合によ

っては１箇所で用件が済まない 

 市役所敷地が狭くなり駐車場の確保が必要 

 すべての部局や課が１つの建物内に配置され、

1 箇所で用件が済む 

防災拠点 
 防災関連の部局は増築棟に配置  防災関連の部局は他の部局などと連携の取りや

すい場所に配置 

かかる 

費用 

 改修後、約 30 年後には東庁舎の建替えが必要

となるため、長期的に見るとかかる費用は②よ

り高くなる 

 維持費用は①②でほぼ同等 

 建築後約 80 年は使用できるため、長期的に見

るとかかる費用は①より安くなる 

 維持費用は①②でほぼ同等 


